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■シラバスとは 

１年間に行う授業（講義）の実施計画・概要を示すもので、各教科・科目の授業内容、到達目標、

評価方法、使用教材、授業進度が記載されており、学習の目安となるものです。 

 

◇学習計画 

３年生はいよいよ自らの進路と真正面から向き合う学年です。授業も入試を意識したものに

なり、進度も内容もより高いレベルで展開されます。ここで一度自分の学習状況を振り返って

みて、「受験生としての学習習慣の確立」がなされているかを確認してください。確かに受験

勉強は大変ですが「学習習慣の確立」がなされている人はモチベーションを保って勉強に

臨むことができ最後まで粘ることができます。それはすごい力になります。しかし、残念ながら

「学習習慣の確立」がなされていないとなかなか集中して取り組むことができません。「明日

やろう」「次やろう」となってしまいなかなかエンジンが掛からず、勉強すること自体が負担とな

り途中で力尽きてしまいます。早急に自分にあった学習方法を見つけ、入試までの計画を

立てて実行することを心掛けてください。絶対に諦めてはいけません。 

○クラブ生の皆さんへ 

クラブ活動で家庭学習の時間が少なくても、時間の使い方を工夫した「学習習慣の確立」が

なされていれば焦ることはありません。ましてや諦めることもありません。部活動を続けてきた

努力、集中力は本物です。これが夏以降、受験勉強に向かう本物の努力、集中力となり最

後には結果を出すことができるのです。 

 

◇単位の履修・修得・評定 

高校生は定められた教科・科目を定められた時間以上「履修」することが法令で定められて

います。その教科・科目の時間を表す基準を「単位」といい、週１時間の授業を「１単位」とし

ます。学習成績は各教科で評価基準が定められており、５～１までの５段階で評価したもの

を「評定」といいます。１年間を通じてその学習成果が満足するものと認められた場合（評定

２以上）に単位の「修得」が認められます。なお、進級および卒業に必要な単位数は別に定

められています。 

 

◇定期試験（実施予定 ： 状況により変更する場合があります） 

１学期： 中間試験 ５月１９日（火） ～ ５月２２日（金） 

 期末試験 ６月２９（月） ～ ７月３日（金） 

 ２学期： 中間試験 １０月２０（火） ～ １０月２３日（金） 

 期末試験 １２月２日（水） ～ １２月８日（火） 

３学期は実施しない（３年生） 
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平成 21年度 教科別学習指導目標 
 
【国語】 
＊論理的、文学的文章を読解する力をつけさせ、さらに自ら表現する技術や力を伸ばす。 
＊古文、漢文の基礎を徹底的に理解させ、大学入試センター試験に対応できる力をつけさせる。 
＊現代文、古典の作品を通じ社会や人のあり方について目を向け、考える力をつけさせる。 

 
【地歴･公民】 
 ＊中学校社会科を基礎として踏まえ、生徒の興味・関心をひく身近な話題から「国際社会を主体的

に生きる日本人」としての必要な資質を養う発展的学習へと導いていく。 
  ＊わが国の文化と伝統の特色について自然条件、地域の特性あるいは国際環境などと関連させなが 

ら、生徒が関心を深め意欲的に学習し、実生活にも正しく処していける力をつけさせる。 
 
【数学】 
 ＊数学の基本的な概念、原理、法則の理解を深めさせる。 
＊事象を数学的に考察し、処理する能力を高める。 
＊数学的な見方、考え方のよさを示し、活用する態度を育てる。 
＊予習→授業→復習という学習の流れを身につけさせる。 
＊自ら学ぶ習慣を身につけさせる。 
＊各自の進路目標にあった授業内容の精選、構成を行う。 

 
【理科】 
＊「理科嫌い」、「理科離れ」が広がっている中、理科はおもしろく、楽しい教科であることに気付 
かせる。 
＊基礎知識を確実に身につけて、教科書の内容を理解させると共に、観察・実験を取り入れて生徒 
自身に体験させることにより、興味・関心・理解をさらに深めさせる。 
＊生徒の特性や進路の現状を踏まえ、計画的に授業を進めて充実した学習指導を行う。 

  ＊各科目において、科学に関連した社会事象について触れ、生きた知識を学ばせる。 
  ＊各科目の特性を利用し、科学に関する正しい倫理観を身に付けさせる。 
 
【保健体育】 
 ＊各種の運動を適切に行わせ、自己の体力に応じた運動を行う能力や体力を養い、心身の健全な発

達を促し、体力の向上をはかる。 
＊運動における競争や協同の経験を通じて、公正、協力、責任などの態度を養い、社会生活におけ

る望ましい行動のしかたを身につけさせる。 
＊運動についての科学的理解に基づき、合理的な練習によって運動技能を高めるとともに、生活に

おける運動の意義についての理解を深め、生活を健全にし、明るくする能力や態度を養う。 
 



【芸術】 
 ＊芸術の学習経験を通じて、創造的で情緒豊かな人間形成をめざす。 
〔音楽〕 
・合奏（唱）を通して、音と音との重なり合いの変化、おもしろさを体感できるようにする。 
・鑑賞を通して、さまざまな楽器の音色、演奏形態、民族性などを知り、音楽の多様性を経 
験する。 
・楽典の学習を通して、音楽をより深く理解する。 

〔美術〕 
・美術の学習を通じて、表現する喜びや、楽しさを十分に味わわせる。 
・いろいろな画材による制作や、さまざまな作品の鑑賞などを通して美術の多様性を経験する。 

〔書道〕 
・書写と書道の違いを理解させるとともに、書道の芸術性に興味関心を持たせる。 
・筆で字を書くことの楽しさを知り、用具としての筆の表現の多様性を体験させる。 

 
【英語】 
  ＊国際社会の中で活躍できる資質を養うという観点から、特にコミュニケーション能力の育成や国 

際理解への姿勢を養うことを重視する。 
  ＊特にコミュニケーション能力の育成においては、「言語の使用場面」と「言語の働き」の指導に 

留意し、生徒一人ひとりの「話す」・「聞く」＝「伝える」・「理解する」という能力を伸ばす指導 
が一層可能になるよう努力する。 

 
【家庭】 
  ＊生活を主体的に創造する力を育てる。 
    ・多様な価値観に翻弄されること無く自分自身の価値観を確立する 
＊自立して生きる力を育てる。 

    ・自分らしい生活を創造するために自立能力を習得する 
＊ともに生きる力を育てる。 

    ・相互依存の関係において人は生きていることを学習する 
 
【情報】 
 ＊情報化社会の進む中、主体的に対応する能力と態度が身につけられるよう進める。 
＊様々な情報の収集・処理・発信できる能力の養成及び、情報を効果的に発信したり情報を共有し

たりするためには、情報の表し方に工夫や取決めが必要であることを理解させる。 
＊情報及び情報手段をより効果的に活用するための知識や技術の取得と科学的な考えの育成。 
＊情報化が人間や社会に及ぼす影響を理解し情報社会に参加する態度の育成。 



授業科目 現代文 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（文Ⅲ） 単位数 ３ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

 

・教材への関心を高める。 

・言葉の裏にある筆者の考えや意図を読み取る。 

・情景描写の表現効果や、心理と行動の関連を味わう。 

・作者の生涯と代表作を紹介し、その課題の普遍性・現代性を理解させる。 

 

到達目標 

・論理的な文章の読解力を高め、論理的な思考力・表現力を養う。 

・人物の性格・心理・思想と作品の構成、表現方法の特徴を理解する。 

・近代詩のリズム・形式・比ゆなどの修辞法を理解する。 

評価方法 

定期考査・実力テスト・宿題テスト・小テスト課題の提出・ノート点検・日常の

授業の取り組み姿勢・出欠などを総合して評価を行う。 

使用教材 

教科書「新版 現代文」教育出版 

副教材 「学習課題ノート」教育出版 

その他 

学習には、国語辞典・漢和辞典が必要です。本校国語科が推薦する辞書を参考に

してそろえてください。 

授業に臨むには予習をすることが必要です。 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
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評論 問われる「身体」の生命

欲望と資本主義

小説 俘虜記
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評論 脳と創造性
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授業科目 現代文 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（理文Ⅴ） 単位数 ３ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

◎評論を読み解き、論理的な思考力・表現を養う。（筆者の主張を的確に読み取る） 

◎小説に登場する人物の心情をつかみ、多様な視点から鑑賞する。 

◎評論から小説まであらゆる分野の問題を読み解くことで、大学入試に対応できる読 

解力を身につける。 

◎詩のリズム・形式・比喩などの修辞法を理解し、語感を味わい心象を理解する。 

◎作者の生涯と代表作を紹介し、その課題の普遍性・現代性を理解させる。 

到達目標 

・国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、論理的な思考力を高める。 

・思考力を伸ばし心情を豊かにする。 

・言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深める。 

・国語を尊重して、国語力の向上を図る態度を育てる。 

評価方法 

定期考査・実力テスト・宿題テスト・小テスト・課題の提出・ノート提出・日常の授業の取り

組み姿勢・出欠などを総合的に判断して評価を行なう。 

使用教材 

教科書 新版 現代文（教育出版） 

副教材 論理エンジン（下） 

その他 

◎家庭学習には、国語辞典・漢和辞典が必要です。本校国語科が推薦する辞書を参

考にして、そろえてください。 

◎受け身ではなく自ら学ぶ姿勢をもって授業に参加し、自己表現できることを目指し、

相手の表現を理解することをこころがける。また、日常生活の中でも積極的にことばに

かかわり、幅広い視野、人間性を身につける努力を続ける。 

 

●授業進度表 
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評論 脳と創造性

４月 ５月 ６月 ７月

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

3年

ⅠⅡ類
現代文

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 現代文 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（理Ⅲ） 単位数 ３ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

◎評論を読み解き、論理的な思考力・表現を養う。（筆者の主張を的確に読み取る） 

◎小説に登場する人物の心情をつかみ、多様な視点から鑑賞する。 

◎評論から小説まであらゆる分野の問題を読み解く読解力を身につける。 

到達目標 

・国語を適切に表現し的確に理解する能力を育成し、論理的な思考力を高める。 

・思考力を伸ばし心情を豊かにする。 

・言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深める。 

・国語を尊重して、国語力の向上を図る態度を育てる。 

評価方法 

定期考査・実力テスト・宿題テスト・小テスト・課題の提出・ノート提出・日常の授業の取り

組み姿勢・出欠などを総合的に判断して評価を行なう。 

使用教材 

教科書 新版 現代文（教育出版） 

副教材 論理エンジン（下） 

その他 

◎家庭学習には、国語辞典・漢和辞典が必要です。本校国語科が推薦する辞書を参

考にして、そろえてください。 

◎受け身ではなく自ら学ぶ姿勢をもって授業に参加し、自己をしっかり表現できることを

目指し、また、相手の表現を理解することをこころがけてください。 

◎日常生活の中でも積極的にことばにかかわり、幅広い視野、人間性を身につける努

力を続けてください。 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

論理エンジン

評論 個性とは何か

私とは何か

論理エンジン

小説 赤い繭

美神

評論 「である」ことと「する」こと

論理エンジン

二十世紀からのメッセージ

詩 落葉　他

評論 問われる「身体」の生命

論理エンジン

欲望と資本主義

小説 俘虜記

おどる男

評論 脳と創造性

４月 ５月 ６月 ７月

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

3年

ⅠⅡ類
現代文

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 古典 

学年・類（コース）   ３学年 ⅠⅡ類（文系） 単位数 ２ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

 

◎古文・漢文の作品から語句の意味・用法・文法的事項の知識を身につける。 

◎古典世界における思想や人びとの感情を読みとり、ものの見方や考え方を豊か

にする事をめざす。 

到達目標 

 

古典作品に対する興味関心を育み、読解の基礎的な能力を養う。 

思考力を伸ばし、心情を豊かにする。 

言語感覚を磨き、言語文化に対する関心を深め、向上を図る態度を育てる。 

評価方法 

 

定期考査・実力テスト・宿題テスト・小テスト・課題の提出・ノート提出・日常の授業の

取り組み姿勢・出欠などを総合的に判断して評価を行なう。 

使用教材 

教科書 新版古典（教育出版） 

参考資料として 

基礎から学ぶ古典文法ノート（桐原書店） 

入門漢文（桐原書店） 

 

その他 

教科書は２・３年生で使用。 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

古文（「大鏡」「枕草子」）

漢文（漢詩）

古文（「源氏物語」）

漢文（「千日酒」）

古文（「陽炎日記」「紫式部日記」）

漢文（「史記」）

古文（古事記」）

漢文（「非攻」）

古典文法の復習

漢文の復習

２月

学
年
末
試
験

３月８月 １２月 １月４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月

３年

 Ⅰ・Ⅱ類

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

古典

 



授業科目 古典講読 

学年・類（コース）   ３学年 ⅠⅡ類（文Ⅲ） 単位数 ３ 

平成２１年度 

国語科シラバス 

授業内容 

 

◎古文・漢文の分野について読解演習 

  古文・漢文の作品から語句の意味・用法・文法的事項の知識を身につける。 

◎入試過去問題・類題による演習 

到達目標 

 

◎古典の文法事項（助動詞・助詞・敬語）や基本的な古語、また漢文の訓点・書き下し

文の決まり・句法などを身につけ、それを使って古文・漢文の文章を読解する能力を

養う。 

◎様々な文章の読解を通して入試問題に対応できる力を養う。 

評価方法 

定期考査・単語テスト・提出物・日常の授業の取り組み姿勢・出欠などを総合的に見て

評価を行なう。 

使用教材 

教科書 古典名文選 古典講読 （教育出版） 

基礎から学ぶ古典文法ノート（桐原書店） 

入門漢文（桐原書店） 

その他 

 

 
●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

古文（「伊勢物語」「大和物語」）

漢文（「説苑」）

古文（「大鏡」「源氏物語」）

漢文（「世説新語」「史記」）

古文（「無名草子」「去来抄」）

漢文（「史記」）

古文（玉勝間」）

漢文（「漁夫の辞」）

古典文法の復習

漢文の復習

２月

学
年
末
試
験

３月８月 １２月 １月４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月

３年

 Ⅰ・Ⅱ類

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

古典講
読

 



授業科目 世界史Ｂ 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類 単位数 ３ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

教科書を中心として図表や資料等を適時導入しながら、世界の歴史への感心・意

欲を喚起させ、世界の中の日本という意識を高めさせる。 

政治・経済との関連にも配慮をし、民族や国家の活動を学びながら、基本的な歴

史事項を理解させる。 

到達目標 

世界の歴史への興味・関心をもち、主体的に歴史の学習に取り組む。 

自国の歴史や文化をより客観的に見る目をはぐくみ、国際社会で活躍できる資質

を養う。 

評価方法 
定期考査、提出物、授業態度を加味し、総合評価をする。 

使用教材 
詳説世界史Ｂ （山川出版） 

世界史重要語句チェックリスト（啓隆社） 

その他 
 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
３　東アジア世界の形成と発展
東アジア文化圏の形成
東アジア諸地域の自立化
４　内陸アジア世界の変遷
遊牧民とオアシス民の活動
トルコ化とイスラーム化の進展
モンゴル民族の発展
５　イスラーム世界の形成と発展
イスラーム帝国の成立
イスラーム世界の発展
インド・東南アジア・アフリカのイスラーム化
イスラーム文明の発展
６　ヨーロッパ世界の形成と発展
西ヨーロッパ世界の成立
東ヨーロッパ世界の成立
西ヨーロッパ中世世界の変容
西ヨーロッパの中世文化
７　諸地域世界の交流
陸と海のネットワーク
海の道の発展
８　アジア諸地域の繁栄
東アジア.東南アジアの動向
清時代の中国と隣接諸地域
トルコ・イラン世界の展開
９　近代ヨーロッパの成立
ヨーロッパ世界の拡大
ルネサンス
宗教改革
主権国家体制の成立
１０　ヨーロッパ主権国家体制の展開
重商主義と啓蒙専制主義
ヨーロッパ諸国の海外進出
１７～１８世紀のヨーロッパ文化
１１　欧米における近代社会の成長
産業革命
アメリカ独立革命
フランス革命とナポレオン
１２　欧米における近代国民国家の発展
ウィーン体制
ヨーロッパの再編
アメリカ合衆国の発展
１９世紀欧米の文化
１３　アジア諸地域の動揺
オスマン帝国支配の動揺とアラブのめざめ
南アジア・東南アジアの植民地化
東アジアの激動
１４　帝国主義とアジアの民族運動
帝国主義と列強の展開
世界分割と列強対立
アジア諸国の改革と民族運動
１５　二つの世界大戦
第一次世界大戦とロシア革命
ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
アジア・アフリカ民族主義の進展
世界恐慌とファシズム諸国の侵略
第二次世界大戦
１６　冷戦と第三世界の自立
東西対立の始まりとアジア諸地域の自立
冷戦構造と日本・ヨーロッパの復興
第三世界の自立と危機
米・ソ両大国の動揺と国際経済の危機
１７　現代の世界
冷戦の解消と世界の多極化
社会主義世界の解体と変容
第三世界の多元化と地域紛争
現代文明

１２月 １月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月 ７月

3年Ⅱ類 世界史

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

 



授業科目 日本史 B 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（文系） 単位数 ３ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

教科書を中心として図表や資料等を適時導入しながら生徒の興味や関心ある歴 

史事象等については少し詳しく掘り下げて説明を加え、歴史の総合理解として展 

開していく。 

到達目標 

日本史学習を通じて歴史的思考力の涵養と国民としての自覚や国際社会に主体

的に生きていく日本人としての自覚と資質をやしなう。 
 

評価方法 

定期考査、授業態度、提出物等を加味し、総合評価をする。 

使用教材 

教科書：詳説日本史 B 改訂版（山川出版） 

資料集：最新日本史図表 （第一学習社） 

問題集：日本史重要語句 Check List （啓隆社） 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

織豊政権

桃山文化

幕藩体制の成立

幕政の安定

経済の発展

元禄文化

幕政の改革

幕府の衰退

化政文化

開国と幕末の動乱

明治維新と富国強兵

立憲国家の成立と日清戦争

近代産業の発展

近代文化の発達

第一次世界大戦と日本

ワシントン体制

市民文化

恐慌の時代

軍部の台頭

第二次世界大戦

学
年
末
試
験

3年生
ⅠⅡ類

３月８月 ９月 １０月 １１月

日
本
史
Ｂ

１２月

２
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２月４月 ５月 ６月 ７月 １月

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 地理 B 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（文系） 単位数 ３ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

①教科書における「系統地理」の一部と、「地誌」と「現代社会の諸問題」の分野を扱う。 

②地図帳・資料集・ワークノートにチェックや書き込みをする。 

③新聞記事等の教材を使って、時事問題と地理的事象との関連性を学ぶ。 

④重要事項については適宜小テスト・宿題・週末課題を出す。 

⑤センター試験に向けた問題演習をする。 

到達目標 

①地理に関する基礎知識を身に着ける。 

②地理的な事象について、その要因を地形・気候など地理的視点から理解できるよう

になる。 

③現代社会のもつ問題を知り、その原因を地理的な視点から考察できるようになる。 

④地図やデータの読み取りができるようになる。 

評価方法 

・各定期考査を中心に、授業の取組等を考慮する。 

使用教材 

『新詳地理Ｂ』帝国書院 

『新詳高等地図』帝国書院 

『新詳地理Ｂ資料 ＣＯＭＰＬＥＴＥ』帝国書院 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

衣食住

消費と余暇活動

村落と都市

現代世界の国家

現代世界の交通・通信

現代世界の貿易と経済圏

人口・食料問題

都市・居住問題

環境・エネルギー問題

民族・領土問題

地域調査

アングロアメリカ

ラテンアメリカ

オセアニア

東アジア

東南アジア

南アジア

西アジア

ヨーロッパ

アフリカ

ロシア

日本

学
年
末
試
験

2
学
期
中
間
試
験

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

世界の諸地域

地理
Ｂ

３年
ⅠⅡ類

生活と文化

結びつく現代世界

地球的な課題
1
学
期
中
間
試
験

1
学
期
期
末
試
験

2
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 地理 B 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（理系） 単位数 ２ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

①教科書における「系統地理」の一部と、「地誌」と「現代社会の諸問題」の分野を扱う。 

②地図帳・資料集・ワークノートにチェックや書き込みをする。 

③新聞記事等の教材を使って、時事問題と地理的事象との関連性を学ぶ。 

④単元ごとに、重要事項についての小テストを行う。 

⑤適宜、宿題・週末課題を出す。 

⑥センター試験に向けた問題演習をする。 

到達目標 

①地理に関する基礎知識を身に着ける。 

②地理的な事象について、その要因を地形・気候など地理的視点から理解できるよう

になる。 

③現代社会のもつ問題を知り、その原因を地理的な視点から考察できるようになる。 

④地図やデータの読み取りができるようになる。 

評価方法 
・各定期考査を中心に、授業の取組等を考慮する。 

使用教材 

『新詳地理Ｂ』帝国書院 

『新詳高等地図』帝国書院 

『新詳地理Ｂ資料 ＣＯＭＰＬＥＴＥ』帝国書院 

『チェック＆演習 地理Ｂ』数研出版 

『ニューコンパスノート地理』とうほう 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

村落と都市

衣食住

行動空間

消費と余暇活動

東アジア

東南アジア

南アジア

西アジア・北アフリカ

中南アフリカ

ヨーロッパ

ロシアと周辺諸国

アングロアメリカ

ラテンアメリカ

オセアニア

現代世界の国家

現代世界の交通・通信

現代世界の貿易と経済圏

エネルギー・環境問題

人口・食料問題

居住・都市問題

民族・領土問題

問題演習

学
年
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３年ⅠⅡ
理系

地理Ｂ

１
学
期
中
間
試
験

生活と文化

現代社会の諸課題

結びつく現代世界

世界の諸地域

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月

１
学
期
期
末
試
験

１２月 １月 ２月

 



授業科目 世界史Ｂ（演習） 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類 単位数 ４ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

教科書を中心として図表や資料等を適時導入しながら、世界の歴史への感心・意

欲を喚起させ、世界の中の日本という意識を高めさせる。 

政治・経済との関連にも配慮をし、民族や国家の活動を学びながら、基本的な歴

史事項を理解させる。 

入試問題などの解答・解説を通じて教科書の理解を深め確実なものとすることで 

入試に対応する力を養う。 

到達目標 

世界の歴史への興味・関心をもち、主体的に歴史の学習に取り組む。 

自国の歴史や文化をより客観的に見る目をはぐくみ、国際社会で活躍できる資質

を養う。 

評価方法 
定期考査、提出物、授業態度を加味し、総合評価をする。 

使用教材 
詳説世界史Ｂ （山川出版） 

世界史重要語句チェックリスト（啓隆社） 

その他  

 

●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
３　東アジア世界の形成と発展
東アジア文化圏の形成
東アジア諸地域の自立化
４　内陸アジア世界の変遷
遊牧民とオアシス民の活動
トルコ化とイスラーム化の進展
モンゴル民族の発展
５　イスラーム世界の形成と発展
イスラーム帝国の成立
イスラーム世界の発展
インド・東南アジア・アフリカのイスラーム化
イスラーム文明の発展
６　ヨーロッパ世界の形成と発展
西ヨーロッパ世界の成立
東ヨーロッパ世界の成立
西ヨーロッパ中世世界の変容
西ヨーロッパの中世文化
７　諸地域世界の交流
陸と海のネットワーク
海の道の発展
８　アジア諸地域の繁栄
東アジア.東南アジアの動向
清時代の中国と隣接諸地域
トルコ・イラン世界の展開
９　近代ヨーロッパの成立
ヨーロッパ世界の拡大
ルネサンス
宗教改革
主権国家体制の成立
１０　ヨーロッパ主権国家体制の展開
重商主義と啓蒙専制主義
ヨーロッパ諸国の海外進出
１７～１８世紀のヨーロッパ文化
１１　欧米における近代社会の成長
産業革命
アメリカ独立革命
フランス革命とナポレオン
１２　欧米における近代国民国家の発展
ウィーン体制
ヨーロッパの再編
アメリカ合衆国の発展
１９世紀欧米の文化
１３　アジア諸地域の動揺
オスマン帝国支配の動揺とアラブのめざめ
南アジア・東南アジアの植民地化
東アジアの激動
１４　帝国主義とアジアの民族運動
帝国主義と列強の展開
世界分割と列強対立
アジア諸国の改革と民族運動
１５　二つの世界大戦
第一次世界大戦とロシア革命
ヴェルサイユ体制下の欧米諸国
アジア・アフリカ民族主義の進展
世界恐慌とファシズム諸国の侵略
第二次世界大戦
１６　冷戦と第三世界の自立
東西対立の始まりとアジア諸地域の自立
冷戦構造と日本・ヨーロッパの復興
第三世界の自立と危機
米・ソ両大国の動揺と国際経済の危機
１７　現代の世界
冷戦の解消と世界の多極化
社会主義世界の解体と変容
第三世界の多元化と地域紛争
現代文明

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

3年Ⅱ類
世界史
演習

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

学
年
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 日本史 B（演習） 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（文Ⅲ） 単位数 ４ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

センター試験を含む、各受験へ対応していくための問題演習や各単元の総合演習 

を行う。また、生徒の興味や関心ある歴史事象等については少し詳しく掘り下げ 

て説明を加え、歴史の総合理解としても授業展開をしていく。 

到達目標 

日本史学習を通じて歴史的思考力の涵養と国民としての自覚や国際社会に主体

的に生きていく日本人としての自覚と資質をやしなう。 
 

評価方法 

定期考査、授業態度、提出物等を加味し、総合評価をする。 

使用教材 

教科書：詳説日本史 B 改訂版（山川出版） 

資料集：最新日本史図表 （第一学習社） 

問題集：日本史重要語句 Check List （啓隆社） 

その他 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

原始・古代

中世

近世

近代・現代

学
年
末
試
験

３年生
ⅠⅡ類

３月８月 ９月 １０月 １１月

日
本
史
演
習

１２月

２
学
期
期
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２月４月 ５月 ６月 ７月 １月

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 現代社会 

学年・類（コース） ３年   ⅠⅡ類（文Ⅲ） 単位数   ４ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

現代社会を学習するに際し、生徒諸君が是非留意してもらいたい点を記しておきます。

１、２年次では、教科書内容全般にはふれている。 

① 選択科目のとらえ方 

 地歴との選択科目の一つである。日本史・世界史との組み合わせは考えにくいと思い

ますので、地理との組み合わせでの選択をすすめます。 

② 平素の学習（新聞を読む） 

 授業や教科書だけで学べる範囲は限られている。日々変化する政治・経済に少しで

も関心をもってもらいたいことと、グローバル化してきたあらゆる状況をすばやくキャッチ

してもらいたいために、習慣的に新聞を読んでもらいたい。 

③ 受験対応の学習（予習、復習） 

 １年次での必修時間では、政治・経済・倫理そして社会生活全般の内容に深く入り込

んだ学習をしてあるので、３年次の予習、復習の時間計画や単元にそった復習学習も

取り組みやすいと思います。例えば、過去の模擬試験問題や過去の入試問題などを数

多く解いていく方法も必要であるし、１、２年次で作成したノートなどを参考にしていくこ

とも必要である。 

到達目標 
・現代の社会の知識を幅広く習得させ、様々な問題にふれさせ、より理解を深くもたせ

ていく。 

評価方法 ・各定期考査を中心に,授業の取り組み等を考慮する。 

使用教材 
・教科書｢現代社会｣ （東京書籍） 

・資料集｢ダイナミックワイド現代社会｣（東京書籍） 

その他 ・過去の模擬試験問題、過去の入試問題 

 
●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
調べよう考えよう

現代社会の特質と私たち

現代社会と青年の生き方

よりよく生きることを求めて

経済のしくみ

政府の経済的役割

変化する日本経済

豊かな生活の実現

民主政治とは

日本国憲法と基本的人権

国会・内閣・裁判所

政治参加と民主政治

国境をこえる経済

ボーダーレス化のなかの地域

国際社会の成立と戦後の動き

国際社会の課題

３年生
文Ⅲ

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

現
代
社
会

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

学
年
末
試
験

 



授業科目 現代社会 

学年・類（コース） ３年  ⅠⅡ類（文Ⅴ） 単位数   ２ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

現代社会を学習するに際し、生徒諸君が是非留意してもらいたい点を記しておきます。

１、２年次では、教科書内容全般にはふれている。 

① 選択科目のとらえ方 

 地歴との選択科目の一つである。日本史・世界史との組み合わせは考えにくいと思い

ますので、地理との組み合わせでの選択をすすめます。 

② 平素の学習（新聞を読む） 

 授業や教科書だけで学べる範囲は限られている。日々変化する政治・経済に少しで

も関心をもってもらいたいことと、グローバル化してきたあらゆる状況をすばやくキャッチ

してもらいたいために、習慣的に新聞を読んでもらいたい。 

③ 受験対応の学習（予習、復習） 

 １年次での必修時間では、政治・経済・倫理そして社会生活全般の内容に深く入り込

んだ学習をしてあるので、３年次の予習、復習の時間計画や単元にそった復習学習も

取り組みやすいと思います。例えば、過去の模擬試験問題や過去の入試問題などを数

多く解いていく方法も必要であるし、１、２年次で作成したノートなどを参考にしていくこ

とも必要である。 

  

到達目標 
・現代の社会の知識を幅広く習得させ、様々な問題にふれさせ、より理解を深くもたせ

ていく。 

評価方法 ・各定期考査を中心に,授業の取り組み等を考慮する。 

使用教材 

・教科書｢現代社会｣ （東京書籍） 

・資料集｢ダイナミックワイド現代社会｣（東京書籍） 

その他 ・過去の模擬試験問題、過去の入試問題 

 
●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
調べよう考えよう

現代社会の特質と私たち

現代社会と青年の生き方

よりよく生きることを求めて

経済のしくみ

政府の経済的役割

変化する日本経済

豊かな生活の実現

民主政治とは

日本国憲法と基本的人権

国会・内閣・裁判所

政治参加と民主政治

国境をこえる経済

ボーダーレス化のなかの地域

国際社会の成立と戦後の動き

国際社会の課題

学
年
期
末
試
験

１２月 １月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月４月 ５月 ６月 ７月

現
代
社
会

３年生
Ⅴ文

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

 



授業科目 現代社会 

学年・類（コース） ３年  ⅠⅡ類（理Ⅴ） 単位数   ３ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

現代社会を学習するに際し、生徒諸君が是非留意してもらいたい点を記しておきます。

１、２年次では、教科書内容全般にはふれている。 

 

① 選択科目のとらえ方 

 地理歴史分野と公民分野からの選択科目の一つである。それぞれの進路希望に対

応できるよう、用意されている。 

 

② 平素の学習（新聞を読む） 

 授業や教科書だけで学べる範囲は限られている。日々変化する政治・経済に少しで

も関心をもってもらいたいことと、グローバル化してきたあらゆる状況をすばやくキャッチ

してもらいたいために、習慣的に新聞を読んでもらいたい。 

 

③ 受験対応の学習（予習、復習） 

 １年次での必修時間では、政治・経済・倫理そして社会生活全般の内容に深く入り込

んだ学習をしてあるので、３年次の予習、復習の時間計画や単元にそった復習学習も

取り組みやすいと思います。例えば、過去の模擬試験問題や過去の入試問題などを数

多く解いていく方法も必要であるし、１、２年次で作成したノートなどを参考にしていくこ

とも必要である。 

  

到達目標 
・現代の社会の知識を幅広く習得させ、様々な問題にふれさせ、より理解を深くもたせ

ていく。 

評価方法 ・各定期考査を中心に,授業の取り組み等を考慮する。 

使用教材 
・教科書｢現代社会｣ （東京書籍） 

・資料集｢ダイナミックワイド現代社会｣（東京書籍） 

その他 ・過去の模擬試験問題、過去の入試問題 

 
●授業進度表 

学年・類 科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
調べよう考えよう

現代社会の特質と私たち

現代社会と青年の生き方

よりよく生きることを求めて

経済のしくみ

政府の経済的役割

変化する日本経済

豊かな生活の実現

民主政治とは

日本国憲法と基本的人権

国会・内閣・裁判所

政治参加と民主政治

国境をこえる経済

ボーダーレス化のなかの地域

国際社会の成立と戦後の動き

国際社会の課題

3年生
理Ⅴ

１
学
期
中
間
試
験

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

現
代
社
会

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

学
年
末
試
験

 



授業科目 政治・経済 

学年・類（コース） 3 学年 ⅠⅡ類（文Ⅲ） 単位数 ４ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

 

資本主義経済制度や現代の資本主義の特徴について学習する。 

現代の経済のしくみに理解する 

戦後の日本経済の移り変わりを見るとともに、経済の諸課題を考える。 

国際経済のしくみ・動向・課題や国際経済における日本の役割・課題について見
えいく。 

現代社会の諸課題を基本的な内容と課題を明確にする。 

 

到達目標 

政治・経済に関する知識を体系的に理解する。 

民主主義について理解を深める。 

現実の政治・経済・国際社会について理解する。 

評価方法 

定期試験を中心に課題や提出物を総合的に評価する。 

使用教材 

教科書「高等学校 政治経済」（第一学習社） 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

経済社会の変容と経済のしくみ

国民経済と国際経済

現代日本の政治や経済の諸課題

国際社会の政治や経済の諸課題現代社
会の諸
課題

政治・
経済

１２月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

現代の
経済

３月８月 ９月 １０月 １１月

3年

Ⅰ・Ⅱ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 政治・経済 

学年・類（コース） 3 学年 ⅠⅡ類（Ⅴ型） 単位数 ２ 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

 

資本主義経済制度や現代の資本主義の特徴について学習する。 

現代の経済のしくみに理解する 

戦後の日本経済の移り変わりを見るとともに、経済の諸課題を考える。 

国際経済のしくみ・動向・課題や国際経済における日本の役割・課題について見
えいく。 

現代社会の諸課題を基本的な内容と課題を明確にする。 

 

センター試験対策の演習問題を行なう。 

到達目標 

政治・経済に関する知識を体系的に理解する。 

民主主義について理解を深める。 

現実の政治・経済・国際社会について理解する。 

評価方法 

定期試験を中心に課題や提出物を総合的に評価する。 

使用教材 

教科書「高等学校 政治経済」（第一学習社） 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

経済社会の変容と経済のしくみ

国民経済と国際経済

現代日本の政治や経済の諸課題

国際社会の政治や経済の諸課題

センター試験対策

3年
ⅠⅡ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

現代社会
の諸課題

政治・
経済

１２月

現代の経
済

４月 ５月 ６月 ７月

 



授業科目 倫理 

学年・類（コース） 3 学年 ⅠⅡ類（文Ⅲ） 単位数 4 

平成２１年度 

社会科シラバス 

授業内容 

生徒自らが思索を深め、自分の人生観・世界観を確立していくことができるよう

に、生徒が興味を持って、主体的に授業に取り組む事ができるように指導する。 

到達目標 

人間尊重の精神に基づいて、青年期における自己形成と人間としての在り方・生

き方について理解と思索を深めさせる。 

生きる主体としての自己の確立を促す。 

評価方法 

各定期試験を中心に、授業への取り組み等を考慮する。 

使用教材 

高等学校 改訂版 倫理(第一学習社) 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

日本の風土と伝統

外来思想の受容

町人意識のめざめと庶民思想

西洋思想との出会い

現代の特質と倫理的課題

人間の尊厳

近代の科学革命と自然観

自由で平等な社会の実現

人間性の回復と主体性の確立

現代の思想と人間像

生命への畏敬と社会奉仕

生命倫理と課題

環境倫理と課題

家族・地域社会と課題

情報社会と課題

異文化の理解と課題

人類の福祉と課題

３年

Ⅰ・Ⅱ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

現代の諸
課題と倫
理

現代に生
きる人間
の倫理倫理

１２月

国際社会
に生きる
日本人とし
ての自覚

４月 ５月 ６月 ７月

 



授業科目 数学Ⅲ 

学年・類（コース）    ３学年 ⅠⅡ類（理系） 単位数 ４ 

平成２１年度 

数学科シラバス 

授業内容 

第１章 数列の極限 

・無限数列の概念と極限を表す記号 lim を導入しいろいろな極限について学ぶ。 

・数列の和の極限として無限級数の性質を調べる。 

第２章 関数の極限 

・いろいろな関数について極限値を定義し、極限値の線形性などの性質について学

ぶ。 

第３章・第４章 微分法 

・積，商，合成関数の微分法について学び，様々な関数の導関数を求められるように

する。また，高次導関数について学ぶ。 

・微分法を用いて関数値の増減やグラフの凹凸などを考察し，微分法の有用性を認

識するとともに，具体的な事象の考察に活用できるようにする。 

第５章・第６章 積分法 

・基本的な関数の不定積分を学ぶ。 

 ・置換積分法，部分積分法について学び，様々な関数の不定積分が求められるよう

にする。 

・定積分の概念を理解し，そのよう有用性を認識するとともに，級数の和の計算や図

形の求積などに活用できるようにする。 

到達目標 

微分法，積分法についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学

的に考察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育てる。 

評価方法 
定期考査，実力テスト，授業中の確認テストなどで到達度を問います。課題の提出，授

業への取り組み，出席状況なども考慮し，総合的に評価する。 

使用教材 

教科書：「数学Ⅲ」（啓林館） 

副教材：「エスコート数学Ⅲ＋Ｃ」（啓林館） 

     ※受験用数学Ⅲ問題集（検討中） 

その他  

 
●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

極限

いろいろな関数

微分法

微分法の応用

積分法

積分法の応用

6 7 2 38 9 10 11 12 1
科目

5
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１
学
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コ
ー
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学
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１
学
期
期
末
試
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２
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

数学Ⅲ

 



授業科目 数学Ｃ 

学年・類（コース）    ３学年 ⅠⅡ類（理系） 単位数 ３ 

平成２１年度 

数学科シラバス 

授業内容 

第１章 行列とその応用 

 ・行列を用いて連立１次方程式を解くことができることを学ぶ。 

・行列による点の移動を考察し，１次変換の基礎を学ぶ。 

・原点を中心とする回転移動を表す行列について考察する。 

・移動の合成と行列の積の関係を理解する。 

第２章 式と曲線 

・２次曲線の基本的な性質について学ぶ。 

・曲線の媒介変数表示や極方程式など，曲線がいろいろな式で表現できることを理解

し，具体的な事象の考察に活用できるようにする。 

 

［演習］ 

大学入試センター試験や大学入試問題の演習を行い，これまで学んできた高校数学

の理解を深め，具体的な事象の考察に活用できるようにする。 

 

到達目標 

行列とその応用，式と曲線について理解し，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数

学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育て

る。 

評価方法 

定期考査，実力テスト，授業中の確認テストなどで到達度を問う。また，課題提出，授業

への取り組み，出席状況なども考慮し総合的に評価する。 

使用教材 

教科書：「数学Ｃ」（啓林館） 

 

副教材：「エスコート数学Ⅲ＋Ｃ」（啓林館） 

     ※入試問題集「数学ⅠⅡＡＢ，数学ⅢＣ」（検討中） 

 

その他 

 

 
●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

行列

２次曲線

いろいろな曲線

総合問題

3

２

学

期

期

末

試

験

18 9

２

学

期

中
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試

験

210 11 125 6
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験

１
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末

試

験

7
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授業科目 数学演習（数学Ⅱ＋数学 B） 

学年・類（コース） 3 学年 ⅠⅡ類（文Ⅴ） 単位数 5(3+2) 

平成２１年度 

数学科シラバス 

授業内容 

［センター試験対策］ 

・センター試験対策の演習を中心に，数学ⅠＡⅡＢの基礎学力定着を図る。 

・数学ⅠＡⅡBの内容を単元別復習した後、センター試験本番を意識してﾃｽﾄ形式 

で演習をする。 

 

［２次試験対策］ 

 ・２学期後半からは，各大学の入試問題演習も取り入れ，個別学力試験対策および応

用力の養成を図る。 

 

到達目標 

数学ⅠＡⅡＢの基礎学力の定着を図るとともに，センター試験や各大学個別学力試験

などの入試問題に対応できる応用力をつける。 

評価方法 

定期試験・課題・実力ﾃｽﾄ・提出物・授業態度などを総合的に判断し評価する。 

使用教材 

副教材：センター対策問題集（検討中） 

     入試問題集数学ⅠＡⅡＢ（検討中） 

その他 

 

 
●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

理 数演７ 2 ⅠＡⅡＢｾﾝﾀｰ対策

数学Ⅱ 3 数学ⅡＢセンター対策

数学Ｂ 2 数学ⅠＡセンター対策

6 7 2 38 9 10 11 12 1単
位

文
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学
年
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２
学
期
期
末

２
学
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１
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授業科目 数学演習（数学ⅠⅡAB） 

履修 類・学年 3 学年 
ⅠⅡ類(理Ⅲ) 

     （理Ⅴ） 
単位数 

理Ⅲ：４ 

理Ⅴ：２ 

平成２１年度 

数学科シラバス 

授業内容 

 

［総合演習］ 

・演習を中心に，数学ⅠＡⅡＢの基礎学力定着を図る。 

・数学ⅠＡⅡBの内容を単元別復習した後、センター試験本番を意識してﾃｽﾄ形式 

で演習をする。 

 

［２次試験対策］ 

 ・各大学の入試問題演習も取り入れ，個別学力試験対策および応用力の養成を図

る。 

 

到達目標 

数学ⅠＡⅡＢの基礎学力の定着を図るとともに，センター試験や各大学個別学力試験

などの入試問題に対応できる応用力をつける。 

評価方法 

定期試験・課題・実力ﾃｽﾄ・提出物・授業態度などを総合的に判断し評価する。 

使用教材 

副教材：センター対策問題集（検討中） 

     入試問題集数学ⅠＡⅡＢ（検討中） 

その他 

 

 
●授業進度表 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

数学Ⅱ 2

数学Ｂ 2

理
Ⅴ
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授業科目 物理Ⅱ 

学年・類（コース） ３ 学年 ⅠⅡ類 単位数 ４ 

平成２１年度 

理科シラバス 

授業内容 

１．波 

  地震波，水波，光，音などいろいろな波について共通の性質を観察，実験などを通

して探究し，波動現象についての基本的な概念や法則を理解させるとともに，それらを

日常生活と関連付けて考察できるようにする。 

ア． 光 

 レンズの働きから 

２．力と運動 

  運動とエネルギーについての基礎的な見方や考え方に基づき，物体の運動を観察，

実験などを通して探究し，力と運動に関する概念や原理・法則を系統的に理解させ，そ

れらを応用できるようにする。 

ア． 物体の運動 

イ． 円運動と単振動 

３．電気と磁気 

  電気や磁気に関する現象を観察，実験などを通して探究し，電気や磁気に関する基

本的な概念や原理・法則を系統的に理解させ，それらを様々な電磁気現象に応用して

考察できるようにする。 

ア． 電界と磁界 

イ． 電磁誘導と電磁波 

４．物質と原子 

  物質と原子に関する現象を観察，実験などを通して探究し，物質の物理的な性質が

原子や分子などの運動によってもたらされることを理解させ，固体の性質を電子の状態

と関連付けて考察できるようにする。 

ア．原子，分子の運動 

イ．原子，電子と物質の性質 

到達目標 

物理的な事物・現象についての観察，実験などを行い，自然に対する関心や探究心を

高め，物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則を

理解させ，科学的な自然観を育成する。 

 

評価方法 

 

定期考査・宿題テスト・小テスト・課題の提出・日常の授業の取り組み姿勢を総合的に

判断して評価を行なう。 

 

使用教材 

 

教科書 物理Ⅰ，物理Ⅱ（東京書籍） 

副教材 センサーⅠ+Ⅱ（啓林館），物理Ⅰ･Ⅱ重要問題集（数研出版） 

 

その他  

 

●授業進度表 

科目 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
物理Ⅰ 波　動 光

力　学 運動と力
電気
コンデンサー
電流
磁気
物質

２
学
期
期
末
試
験

物理Ⅱ 電磁気学
３年
Ⅱ類

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

12 1 2 38 9 10 114 5 6 7

 



授業科目 化学Ⅱ 

学年・類（コース） ３ 学年 ⅠⅡ類（理系） 単位数 ３ 

平成２１年度 

理科シラバス 

授業内容 

（1） 有機化合物の性質や変化を観察，実験などを通して探究し，物質に関する基本

的な概念や法則を理解させるとともに，それらを日常生活と関連付けて考察できるよう

にする。 

（2）  物質の構造と化学平衡 

  気体，液体，固体の性質を観察，実験などを通して探究し，化学結合の概念や物質

の構造を理解させる。また，反応速度と化学平衡を観察，実験などを通して探究し，化

学反応を平衡と関連付けて理解させる。 

ア  物質の構造  

イ  化学平衡 

（3）  生活と物質 

  日常生活と関係の深い食品や衣料，プラスチック，金属，セラミックスを観察，実験な

どを通して探究し，それらの性質や反応を理解させ，身の回りの物質について科学的

な見方ができるようにする。 

ア  食品と衣料の化学 

イ  材料の化学 

（4）  課題研究 

  化学についての応用的，発展的な課題を設定し，観察，実験などを通して研究を行

い，化学的に探究する方法や問題解決の能力を身に付けさせる。 

ア  特定の化学的事象に関する研究 

イ  化学を発展させた実験に関する研究 

 

到達目標 

化学的な事物・現象についての観察，実験などを行い，自然に対する関心や探究心を

高め，化学的に探究する能力と態度を育てるとともに基本的な概念や原理・法則を理

解させ，科学的な自然観を育成する。 

 

評価方法 

定期考査・宿題テスト・小テスト・課題の提出・日常の授業の取り組み姿勢を総合的に

判断して評価を行なう。 

 

使用教材 

 

教科書 化学Ⅰ・Ⅱ（啓林館），センサー新編化学Ⅰ（啓林館）， 

セミナー化学Ⅱ（第一学習社） 

その他  

 

●授業進度表 

科目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

酸素を含む脂肪族化合物
芳香族化合物

化学結合
物質の状態変化
気体の性質
溶液の性質
反応速度
化学平衡
高分子化合物の分類と特徴
糖類とタンパク質
食品と衣料の化学
材料の化学

1 2 3

3
年
生
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末
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授業科目 生物Ⅰ 

学年・類(コース) ３ 学年 ⅠⅡ類（文系） 単位数 ３ 

平成２１年度 

理科シラバス 

授業内容 

 

第４編 刺激と動物の反応 

刺激の受容・情報の伝達・動物の行動 

第５編 内部環境と恒常性 

内部環境の調節・自律神経系と内分泌系 

第６編 環境と植物の反応 

環境と植物の生活・光合成・環境と植物の反応 

生物Ⅰの全範囲について問題集やプリントを用い演習を行う。 

到達目標 

・現代生物学の基礎となる内容を、最先端の生物学を織り交ぜながら学習する。 

・観察・実験を通して自然を科学的に探求する能力を育てる。 

・命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て、生命を尊重する精神を養

う。 

・生物や生命現象に対する基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然

観を育てる。 

評価方法 

定期考査・宿題・小テスト・課題の提出・日常の授業の取り組み姿勢を総合的に判断し

て評価を行なう。 

 

使用教材 

高等学校 生物Ⅰ（東京書籍）， 

リードα生物Ⅰ（数研出版），スクエア最新図説生物（第一学習社）， 

チェック＆演習生物Ⅰ（数研出版） 

その他 

 

 

●授業進度表 

上中下上中 下上中下上中下上中下上中下上中下上中下 上中下上中下上中下上中下

環境と動物の反応
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演習
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授業科目 生物Ⅱ 

学年･類（コース） ３ 学年 ⅠⅡ類（理系） 単位数 ４ 

平成２１年度 

理科シラバス 

授業内容 

生物Ⅰ 第５編 内部環境と恒常性 

内部環境の調節・自律神経系と内分泌系 

第６編 環境と植物の反応 

環境と植物の生活・光合成・環境と植物の反応 

生物Ⅱ 第 1 編 生命活動を支える物質 

タンパク質の構造とはたらき・代謝とタンパク質・生物の機能とタンパク質のはたらき 

第 2 編 遺伝情報とその発現 

遺伝子の本体とはたらき・遺伝子の発現・遺伝子発現の調節・バイオテクノロジー 

第 3 編 生物の多様性 

生物の進化・生物の分類と系統 

第 4 編 生物の集団 

個体群の構造と維持・生物群集と生態系・生態系とその平衡・生態系と人間 

問題演習・課題研究 

到達目標 

・現代生物学の基礎となる内容を、最先端の生物学を織り交ぜながら学習する。 

・命の営みを学習することで生命に対する畏敬の念を育て、生命を尊重する精神を養

う。 

・自然に対する関心を高め，生物学的に探究する能力と態度を育てる。 

・生物や生命現象に対する基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然

観を育てる。 

評価方法 

定期考査・宿題・小テスト・課題の提出・日常の授業の取り組み姿勢を総合的に判断し

て評価を行なう。 

 

使用教材 

 

高等学校 生物Ⅰ（東京書籍），高等学校 生物Ⅱ（東京書籍）、 

リードα生物Ⅰ・生物Ⅱ（数研出版），スクエア最新図説生物（第一学習社） 

チェック＆演習生物Ⅰ（数研出版） 

その他 
 

 

●授業進度表 

上中下上中 下上中下上中下上中下上中下上中下上中下 上中下上中下上中下上中下

環境と動物の反応

環境と植物の反応

分子からみた生命現象

分子からみた遺伝現象

生物の多様性と進化

生物の集団

課題研究・演習

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

39 10 11 127 8 1 24 5 6

3年　　ⅠⅡ類　　（理）

科目

生物Ⅱ

 



授業科目 英語Ⅱ 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（文Ⅲ） 単位数 ２ 

平成２１年度 

英語科シラバス 

授業内容 

・教科書の単語、熟語で語彙力を増やす。 

・英文の構造を理解し、自分で訳ができるようにする。 

・本文の内容を正確に速く読み取る力をつけるため、英文の読み方や問題の解き方を

説明する。 

・基本的な文法の練習問題で内容の定着と理解を深める。 

・レッスンの文化的背景や、歴史などについても十分な説明を加える。 

 

到達目標 

・単語・熟語、文法、構文に加え、作者の言いたいことを読み取る力をつける。 

・まとまった文章を理解し、入試問題を読み解く力をつける。 

 

評価方法 

定期考査、各種小テスト、課題提出、予習・復習等授業への取り組みの姿勢や学習へ

の意欲，出欠状況等を総合的に評価する。 

使用教材 

教科書 ： Big Dipper English Course Ⅱ   

副教材 ： Big Dipper English Course Ⅱ ワークブック 

その他 

・予習をして授業に臨むこと。 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

Lesson 5-1～5-4

Lesson 6-1～6-4

Lesson 7-1～7-4

Lesson 8-1～8-4

Lesson 9 Lesson 9-1

Lesson 7～8

英語Ⅱ

１２月

Lesson 5～6

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

3年

ⅠⅡ類

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 リーディング 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類 単位数 4 

平成２１年度 

英語科シラバス 

授業内容 

・英文を日本語に訳すというだけでなく、音読やリスニング、演習問題を通じて、大学入

試に対応できる英語力を養う。 

・教科書の各レッスンの英文をCDで聞き、英語を聴く習慣を身につける。 

・英文を音読することで英文を直読直解できるようにする。 

・単語小テストを定期的に実施し、語彙力の強化を図る。 

・２学期よりセンター試験の演習を実施する。 

到達目標 

・英文を読んで必要な情報を得たり、要点をまとめたりできる。 

・速読・多読ができる。 

・受験に対応できる英文読解力を養う。 

評価方法 

定期考査、各種小テスト、課題提出、予習・復習等授業への取り組みの姿勢や学習へ

の意欲，出欠状況等を総合的に評価する。 

使用教材 

教科書：Big Dipper Reading  【数研出版】 

副教材：Big Dipper Reading ワークブック 【数研出版】 

     データベース３０００ 【桐原書店】 

     センター英語模擬演習 40/80 【EMILE 出版】 （途中で購入） 

その他 

必ず予習をして授業に臨むこと。 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

Lesson 1-1, 1-2

Lesson 2-1, 2-2

Lesson 3-1, 3-2

Lesson 4-1, 4-2

Lesson 5-1, 5-2

Lesson 6-1, 6-2

Lesson 7-1, 7-2

Lesson 8-1, 8-2

３年

ⅠⅡ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月４月 ５月 ６月 ７月

Lesson 5～8

リーディング

１２月

Lesson 1～4

 



授業科目 ライティング 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類 単位数 ３ 

平成２１年度 

英語科シラバス 

授業内容 

・１学期前半は教科書を使い、２年時に終了しなかった文法事項（比較、関係詞）を学

ぶ。基本文で文法を確認し、問題演習を通して既習の文法事項を使いこなせるよう

にする。 

・１学期後半以降は、英語精選問題 700、Next Stage 英文法・語法問題等の教材を使

い、文法問題を中心とした入試対策にあたる。 

・小テストを定期的に実施し、文法、語法の定着を図る。 

 

到達目標 

・大学入試に対応できる文法を身につける。 

・自分の意見を簡潔な英語で表現できるようになる。 

評価方法 

定期考査、各種小テスト、課題提出、予習・復習等授業への取り組みの姿勢や学習へ

の意欲，出欠状況等を総合的に評価する。 

使用教材 

教科書：Big Dipper ライティング 【数研出版】（２年次より継続） 

副教材：英語精選問題 700 【桐原書店】 

     Next Stage 英文法・語法問題 【桐原書店】 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

比較Ⅱ

Big Dipper 関係代名詞Ⅰ、Ⅱ

Part 22～25 関係副詞

時制・態・助動詞

英語精選問題 仮定法・不定詞・動名詞

3～18 分詞・比較・関係詞

語法・イディオム

3年

ⅠⅡ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

３月８月 ９月 １０月 １１月 ２月

ライティング

１２月 １月４月 ５月 ６月 ７月

 



授業科目 英語演習 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（文Ⅲ） 単位数 ２ 

平成２１年度 

英語科シラバス 

授業内容 

・ 標準的な大学入試長文問題の読解力を養うことを目的に、実際の入試に出題され

た長文を読む。 

・ 英単語・熟語・構文などの意味、用法を理解し、文法的な説明を加えながら、翻訳

をして、内容を理解する。 

・ 知らない英単語について辞書を用いて調べ、辞書使用の定着化、入試学習へのス

ムーズな導入を図る。 

・ 音読、ディクテーションなどにより重要表現、表現力などを習得する。 

到達目標 

・ 受験形態に合わせた英語力の育成。 

・ 入試で頻出の英単語、熟語、構文などの習得。 

評価方法 

定期考査、各種小テスト、課題提出、予習・復習等授業への取り組みの姿勢や学習へ

の意欲，出欠状況等を総合的に評価する。 

使用教材 

教科書：Take pleasure in your English reading（標準総合読解演習） 

                                          【数研出版】 

その他 

 

 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

クリスマス・イブに

父の涙

新聞配達少年と未亡人

ひびの入った水がめの価値

文化による表現の違い

ディズニー成功の秘密

Eメールは手紙に取って変わるか

古代中南米文明

エコツーリズム

幇助による自殺

よい親とは何か

変わり行く英語

文明・文化

環境・福
祉・言語な
ど

英演

１２月

フィクショ
ン・エッセ
イ

４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

３年

Ⅰ･Ⅱ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 英語演習 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類（文Ⅴ） 単位数 ２ 

平成２１年度 

英語科シラバス 

授業内容 

・文法をもう一度整理する意味でも、語法の領域を学習する。 

・私立・国公立大学の入試過去問題を用いて演習を行う。 

到達目標 

・国公立・私立大学の入学試験に対応できる実践力をつける。 

評価方法 

定期考査、各種小テスト、課題提出、予習・復習等授業への取り組みの姿勢や学習へ

の意欲，出欠状況等を総合的に評価する。 

使用教材 

・Next Stage 英文法・語法問題 【桐原書店】 

（私立・国公立大学入試過去問題） 

その他 

必ず予習をして授業に臨むこと。 

週末課題の提出を求める。 

 

●授業進度表 

学年・類 科目 単元 項目 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

Next Stage 動詞の語法

Next Stage 形容詞・副詞の語法

過去問題 私大・国公立過去問題

英演

１２月４月 ５月 ６月 ７月 ３月８月 ９月 １０月 １１月 １月 ２月

３年

Ⅰ･Ⅱ類

学
年
末
試
験

１
学
期
中
間
試
験

１
学
期
期
末
試
験

２
学
期
中
間
試
験

２
学
期
期
末
試
験

 



授業科目 体育 

学年・類（コース） ３学年 全類（男子） 単位 ３ 

平成２１年度 

保健体育科シラバス 

授業内容 

・集団行動 

 学校生活の中で集団で行動する機会が非常に多い。このような場合、守らなければ

ならない諸事項をお互いに守ることによって、集団として秩序を身につける。 

 

・体力テスト 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめるテストである。その結果をよく分析して、不足

している能力を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬し

て、健康で充実した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

 

・サッカー、ソフトボール、ソフトテニス 

 自己の関心、能力等に基づいて運動や課題を選択し、運動の行い方を工夫してゲー

ムをする。集団スポーツの特性を理解する。基本的ルールを理解するとともに基本的

技能を身につけ、技術を上達させる。 

 

・持久走 

 体力とともに最後まで走り抜く精神力と忍耐を養い、今後の学習活動に活かす。 

 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 

・関心、意欲、態度 

・思考判断 

・技能 

・知識理解 

使用教材 
アクティブスポーツ総合版（大修館） 

その他 

 

 
●授業進度表 

球技選択授業 実技試験

１．サッカー 筆記試験

２．ソフトボール３．ソフトテニス
体力テスト得点、出席平常点

男子３年生 体育

オリエンテーション 体育理論

集団行動

体力テスト

３月７月 ９月

周
１２月 １月 ２月１０月 １１月月 ４月 ５月 ６月

 
 
 



授業科目 体育 

学年・類（コース） ３学年 全類（女子） 単位数 ３ 

平成２１年度 

保健体育科シラバス 

授業内容 

・集団行動 

 学校生活の中で集団で行動する機会が非常に多い。このような場合、守らなければ

ならない諸事項をお互いに守ることによって、集団として秩序を身につける。 

 

・体力テスト 

 自分の体力・運動能力の現状を確かめるテストである。その結果をよく分析して、不足

している能力を高めるためいろいろなスポーツ活動に親しみ、ますます心身を鍛錬し

て、健康で充実した学校生活が送れるよう努力することを学ばせる。 

 

・バレーボール、バドミントン、テニス 

 ２年間で培った技能や技術をゲームで発揮させる。集団スポーツの特性を理解する。

基本的ルールを理解するとともに基本的技能を身につけ、技術を上達させる。 

 

・持久走 

 体力とともに最後まで走り抜く精神力と忍耐を養い、今後の学習活動に活かす。 

 

到達目標 

・積極的に楽しく運動に取組んでいる。 

・声を掛け合い、励まし合い、教え合いならが技術の習得に取り組んでいる。 

・ゲームを進めるためのルールを理解している。 

・スキルテストで標準技能や技術を習得させる。 

評価方法 

・関心、意欲、態度 

・思考判断 

・技能 

・知識理解 

使用教材 

アクティブスポーツ総合版（大修館） 

その他 
 

 
●授業進度表 

球技選択授業 実技試験

１．バレーボール２．バドミントン３．テニス 筆記試験

体力テスト得点、出席平常点

月 ４月 ５月 ６月 １２月 １月 ２月１０月 １１月 ３月７月 ９月

周

女子３年生 体育
オリエンテーション

　集団行動　体力テスト

 



授業科目 体育（特色：２単位選択） 

学年・類（コース） ３学年 ⅠⅡ類 単位数 ２ 

平成２１年度 

保健体育科シラバス 

授業内容 

下記のような進路を希望する生徒を対象とする授業をおこなう 
《卒業後の進路》体育系大学・専門学校、スポーツ推薦による進学、実業団への

就職  → 体育教師・トレーナー・スポーツインストラクター等 
 
１学期（１４時間×２単位）  

・ オリエンテーション 
・ 受験校調べ・受験対策 
・ 体育理論・トレーニング理論  

    ・ テーピング・怪我の予防等トレーナー研修 
 ［甲賀健康医療専門学校へ依頼］ 

・ 水泳（クロール２５ｍ・平泳ぎ２５ｍ・クイックターン） 
            ［鈴鹿スイミングクラブへ依頼］ 

 
２学期（１５時間×２単位） 

・ 受験種目・教員採用試験種目練習 
陸上競技（砲丸投げ・走り幅跳び） 
球技（サッカー・バスケット・バレーボール等） 
器械体操（マット運動）          

    武道（柔道－座礼・前方回転受け身・約束練習） 
３学期  個別に受験指導をする 

    
※年度初めに、選択者には必要経費（スイミング・テーピング講習等）を説明す

る。軽スポーツ・テニス・バドミントン・ゴルフ・スキー・スケート等時間があ

れば指導する。 

到達目標 

・受験実技の習得 

・スポーツ専門知識の理解 

評価方法 

関心、意欲、態度 

思考判断 

技能理解 

使用教材 

 

その他 

 

 

 




